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内 容

１．社会インフラ用ロボットを巡る最新動向
・「日本再興戦略」

・「ロボット革命実現会議」

２．次世代社会インフラ用ロボットの開発・導入
・推進体制とスケジュール

・５つの重点テーマ

・現場検証対象技術の応募状況

・現場検証での着眼点（例）



そのうち

“社会インフラ用ロボット”
だけでも

７回

“ロボット”

２８回





ロボットによる新たな産業革命

• ロボットによる新たな産業革命を起こす

•少子高齢化の中での建設分野等の人手不足や生
産性向上という日本が抱える課題の解決の切り札
として位置づけ

• また、世界市場を切り開いていく成長産業に育成
していくための戦略を策定する「ロボット革命実現
会議」を早急に立ち上げ、アクションプランとして
「５カ年計画」を策定



２０２０年までに

• ロボット市場を製造分野で現在の２倍、サービスな
ど非製造分野で20倍に拡大

•日本が世界に先駆けて、様々な分野でロボットが
実用化されている「ショーケース」となることを目指
す

•東京オリンピックに合わせた「ロボットオリンピック
（仮称）」の開催を視野に入れ、日本の最先端技術
を世界に発信



○維持管理（橋梁、トンネル、水中）及び災害対応（調査、応急復旧）に役立つ技術として、「現場検
証・評価」の対象とする「ロボット技術・ロボットシステム」を募集（募集は本年５月に終了）

○国交省の直轄現場等において、現場検証・評価を行い、その技術の実用性を確認し、その結果を
踏まえ、活用、開発・改良を推進
○「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」において、現場検証及び評価を実施

技術シーズ

重点分野の
明確化

（橋梁、水中等）

技術シーズ

公募

現場・フィールド ～社会インフラを「診る・直す・高める」～ （次世代社会インフラの構築）

現場検証

（現場適用
性等検証）

評価
（達成度、
発展性等）

活用
促進

現場
検証

技術開発推進

Ｈ２６．４．９
～５．２８ １０月～

次年度予定

開発・改良

応募技術のうち、現場検証対象技術として１３４件・７８者を選定
１０月より全国の直轄現場による現場検証を順次実施中

次世代社会インフラ用ロボットの開発・導入プロジェクト



次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進体制

民間企業・研究機関等 インフラ・災害現場
機器の開発 現場での実証等【経産省中心】 【国交省中心】

ロボットの開発～検証～評価までの一
貫性のある推進体制をつくる

次世代社会インフラ用ロボットとして、「現場検証・評価」及び「開発支援」を行う５つの重点分野とその対象技術

① 橋梁

・近接目視を代替・支援
・打音検査を代替・支援
・点検者の移動を支援

② トンネル

③ 水中（ダム、河川）

・近接目視を代替・支援
・堆積物の状況を把握

④ 災害状況調査 （土砂崩落、火山災害、トンネル崩落）

・現場被害状況を把握
・土砂等を計測する技術
・引火性ガス等の情報を取得
・トンネル崩落状態や規模を把握

⑤災害応急復旧 （土砂崩落、火山災害）

Ⅰ 維持管理 Ⅱ 災害対応

・土砂崩落等の応急復旧
・排水作業の応急対応する技術
・情報伝達する技術

・近接目視を代替・支援
・打音検査を代替・支援
・点検者の移動を支援

http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1680&bih=899&tbm=isch&tbnid=7elgUs6kZ4clmM:&imgrefurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/13.html&docid=Xrn9FXLdoflxiM&imgurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/images/13_01.jpg&w=3000&h=2250&ei=OEmuUondEcWrkgXL7oHQBg&zoom=1&ved=1t:3588,r:31,s:0,i:182&iact=rc&page=2&tbnh=175&tbnw=219&start=27&ndsp=34&tx=119&ty=93
http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1680&bih=899&tbm=isch&tbnid=7elgUs6kZ4clmM:&imgrefurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/13.html&docid=Xrn9FXLdoflxiM&imgurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/images/13_01.jpg&w=3000&h=2250&ei=OEmuUondEcWrkgXL7oHQBg&zoom=1&ved=1t:3588,r:31,s:0,i:182&iact=rc&page=2&tbnh=175&tbnw=219&start=27&ndsp=34&tx=119&ty=93
http://www.google.co.jp/imgres?hl=ja&tbm=isch&tbnid=-TEmpc62komCqM:&imgrefurl=http://aotake24.blog.so-net.ne.jp/2013-07-05&docid=LENeZeDaRbLWTM&imgurl=http://aotake24.c.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_912/aotake24/P7040763.JPG?c=a6&w=800&h=600&ei=caSqUp3lAsKVlQWIsoGwCA&zoom=1&ved=1t:3588,r:57,s:0,i:260&iact=rc&page=2&tbnh=174&tbnw=161&start=28&ndsp=36&tx=73&ty=81
http://www.google.co.jp/imgres?hl=ja&tbm=isch&tbnid=-TEmpc62komCqM:&imgrefurl=http://aotake24.blog.so-net.ne.jp/2013-07-05&docid=LENeZeDaRbLWTM&imgurl=http://aotake24.c.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_912/aotake24/P7040763.JPG?c=a6&w=800&h=600&ei=caSqUp3lAsKVlQWIsoGwCA&zoom=1&ved=1t:3588,r:57,s:0,i:260&iact=rc&page=2&tbnh=174&tbnw=161&start=28&ndsp=36&tx=73&ty=81












分野 応募技術数 応募者数

橋梁維持管理 ５７ 技術 ２５ 者

トンネル維持管理 １６ 技術 １０ 者

水中維持管理 ２１ 技術 １４ 者

災害調査 ３１ 技術 ２３ 者

災害応急復旧 ９ 技術 ６ 者

計 １３４ 技術 ７８ 者

応募状況

• 民間企業や大学等よりロボット技術を公募 (H26.4～5)

• 「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」の審議 (H26.6)

• １３４件／７８者 の「現場検証対象技術」を決定 (H26.7)



新浅川橋（東京都）

浜名大橋（静岡県）

国総研内橋（茨城県）

多摩川（東京都）

赤谷地区（奈良県）

雲仙普賢岳（長崎県）

桜島（鹿児島県）

宮ヶ瀬ダム（神奈川県）

１０カ所の現場・フィールドにおいて検証を実施予定

施工総研内模擬トンネル
（静岡県）

青山トンネル（神奈川県）

【橋 梁】 【トンネル】 【水 中】 【災 害】

現場検証



インフラ点検（橋梁、トンネル、水中）

人による近接目視や打音検査の代替となり得るか？

災害調査

適用範囲、得られるデータの内容・精度、所要時間、コスト

は？

応急復旧

今の無人化施工技術がどれだけ有人施工に近づけるか？

現場で使えるロボットの開発・導入へ

現場検証での着眼点（例）


